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1.  平成21年3月期第3四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 23,473 △3.7 △116 ― △308 ― △493 ―

20年3月期第3四半期 24,382 △1.7 1,150 △14.4 941 △13.3 429 △28.7

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 △38.24 ―

20年3月期第3四半期 33.33 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 35,861 12,166 33.9 943.71
20年3月期 35,416 13,013 36.7 1,009.45

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  12,161百万円 20年3月期  13,013百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― ― ― 15.00 15.00
21年3月期 ― ― ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― 15.00 15.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 32,167 △0.9 △31 ― △228 ― △371 ― △28.79

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

（注）詳細は、３ページ[定性的情報・財務諸表等] ４．その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、３ページ［定性的情報・財務諸表等］ ４．その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
(1)当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第
14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
(2)業績予想等の将来に関する記述は、発表日現在において入手可能な情報により当社で判断したものであり、今後経済情勢、事業運営における内外の状況変化によ
り、実際の業績と異なる場合があります。  

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  12,910,000株 20年3月期  12,910,000株

② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  17,834株 20年3月期  17,834株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第3四半期  12,892,166株 20年3月期第3四半期  12,896,166株
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、金融危機が実体経済にも影響を及ぼし始め、企業収

益の悪化や設備投資の減少、個人消費が落ち込むなど景気は減速いたしました。  

  住宅市場におきましては、改正建築基準法の影響からの持ち直しの傾向がみられたものの、雇用や所得

環境に対する不安感、資材価格の高止まりなどにより、再び停滞感を漂わせてきております。  

  石膏ボード業界におきましても、製品出荷数量が第３四半期連結累計期間において388百万㎡（前年同

期比6.6％減）、第３四半期連結会計期間において136百万㎡（前年同期比6.5％減）と引続き厳しい状況

が続いております。  

 当グループにおきましては、厳しい需要環境のなか、販売価格においては安定的に推移できたものの、

販売数量においては引続き予想を下回ることとなりました。原材料価格の上昇傾向は一服し、燃料につい

ては低下傾向が見え始めておりますが、厳しい収益環境は続いております。当社といたしましては、製品

品種による生産の集中化や工程の見直しをはじめとして、収益力の向上に全力で取組んでおります。  

 この結果、当グループの当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は 234億73百万円となりました。

原材料及び燃料価格の高騰や合理化設備投資による減価償却費の増加等により営業損失は１億16百万円と

なり、経常損失は３億８百万円を計上しております。また、耐火認定製品の補修費用を特別損失に計上し

たこともあり、四半期純損失は４億93百万円となりました。  

  

資産合計は、358億61百万円（前連結会計年度末比４億44百万円増）となりました。  

流動資産の増加（前連結会計年度末比４億27百万円増）は、受取手形及び売掛金の増加（前連結会計年

度末比２億59百万円増）が主な要因となっております。  

固定資産の増加（前連結会計年度末比17百万円増）は、建物及び構築物における当期取得（４億67百万

円）、機械装置及び運搬具における当期取得（５億72百万円）による増加及び当期償却実施（11億８百万

円）による減少が主な要因であります。  

  

負債合計は、236億94百万円（前連結会計年度末比12億92百万円増）となりました。 

流動負債の増加（前連結会計年度末比20億78百万円増）は、短期借入金の増加（前連結会計年度末比８

億84百万円増）、支払手形及び買掛金の増加（前連結会計年度末比９億54百万円増）が主な要因でありま

す。  

固定負債の減少（前連結会計年度末比７億85百万円減）は、長期借入金の減少（前連結会計年度末比８

億９百万円減）が主な要因であります。  

  

純資産合計は、121億66百万円（前連結会計年度末比８億47百万円減）となりました。  

これは、配当金の支払、四半期純損失の計上による利益剰余金の減少（前連結会計年度末比６億86百万

円減）が主な要因であります。 

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

(1)財政状態の分析

（資産）

（負債）

（純資産）



当第３四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物の期末残高は、17億44百万円と前連結会計年

度末に比べ83百万円の増加となりました。  

営業活動によるキャッシュ・フローにつきましては、11億63百万円の収入となりました。これは、減価

償却費11億９百万円、税金等調整前四半期純損失６億70百万円、仕入債務の増加額９億54百万円、法人税

等の支払額４億10百万円が主な要因であります。 

  

投資活動によるキャッシュ・フローにつきましては、８億２百万円の支出となりました。これは、四日

市工場設備の取得などの有形固定資産の取得による支出８億29百万円が主な要因であります。 

  

財務活動によるキャッシュ・フローにつきましては、２億77百万円の支出となりました。これは、投資

活動に伴う短期借入による収入11億64百万円、長期借入金の返済による支出10億89百万円が主な要因であ

ります。 

  

平成20年11月10日に公表いたしました連結業務予想から修正は行っておりません。 

  
  

該当事項はありません。 

  

固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間

按分する方法によっております。 

  

① 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務

諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四

半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

② 「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第

９号）を第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低

下による簿価切下げの方法）に変更しております。 

 この結果、従来の方法によった場合に比べて、営業損失、経常損失、税金等調整前四半期純損失が

33,884千円それぞれ増加しております。 

(2) キャッシュ・フローの状況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

固定資産の減価償却費の算定方法

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更



5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,865,096 1,774,669

受取手形及び売掛金 6,643,797 6,384,272

商品 84,517 93,088

製品 1,056,408 1,044,436

原材料 480,744 526,903

仕掛品 76,812 81,207

その他 1,492,577 1,339,860

貸倒引当金 △132,177 △104,455

流動資産合計 11,567,776 11,139,983

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,026,667 5,489,670

機械装置及び運搬具（純額） 5,901,666 5,254,983

土地 9,455,402 9,455,636

その他（純額） 409,677 1,454,192

有形固定資産合計 21,793,414 21,654,483

無形固定資産 33,857 38,880

投資その他の資産   

投資有価証券 977,648 1,252,015

その他 1,518,293 1,359,921

貸倒引当金 △30,328 △29,688

投資その他の資産合計 2,465,613 2,582,248

固定資産合計 24,292,885 24,275,612

繰延資産 603 738

資産合計 35,861,265 35,416,334



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,675,681 4,721,143

短期借入金 10,080,712 9,196,471

未払法人税等 20,862 383,265

賞与引当金 120,743 273,710

防耐火構造対応関連引当金 9,600 －

その他 3,031,861 2,286,479

流動負債合計 18,939,461 16,861,070

固定負債   

社債 550,000 680,000

長期借入金 2,796,390 3,605,656

退職給付引当金 776,544 712,167

役員退職慰労引当金 89,396 81,477

負ののれん 17,181 18,167

その他 525,816 443,856

固定負債合計 4,755,328 5,541,325

負債合計 23,694,790 22,402,395

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,319,700 3,319,700

資本剰余金 4,094,700 4,094,700

利益剰余金 4,709,848 5,396,266

自己株式 △18,231 △18,231

株主資本合計 12,106,017 12,792,435

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 65,055 233,741

繰延ヘッジ損益 △4,597 △12,238

評価・換算差額等合計 60,458 221,503

純資産合計 12,166,475 13,013,939

負債純資産合計 35,861,265 35,416,334



(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 23,473,663

売上原価 16,383,834

売上総利益 7,089,828

販売費及び一般管理費 7,206,570

営業損失（△） △116,741

営業外収益  

受取利息 7,392

受取配当金 20,808

受取賃貸料 80,458

補助金収入 44,121

その他 44,075

営業外収益合計 196,856

営業外費用  

支払利息 173,098

その他 215,868

営業外費用合計 388,967

経常損失（△） △308,851

特別利益  

固定資産売却益 7,944

投資有価証券売却益 7

特別利益合計 7,951

特別損失  

固定資産売却損 186

固定資産除却損 9,712

投資有価証券売却損 29

投資有価証券評価損 54,863

関係会社株式評価損 8,835

防耐火構造対応関連引当金繰入額 9,600

防耐火構造対応関連費用 286,344

特別損失合計 369,572

税金等調整前四半期純損失（△） △670,472

法人税等 △177,437

四半期純損失（△） △493,035



(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △670,472

減価償却費 1,109,826

貸倒引当金の増減額（△は減少） 28,361

賞与引当金の増減額（△は減少） △152,967

退職給付引当金の増減額（△は減少） 64,376

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 7,919

防耐火構造対応関連引当金の増減額（△は減少） 9,600

受取利息及び受取配当金 △28,201

支払利息 173,098

固定資産除売却損益（△は益） 1,954

投資有価証券売却損益（△は益） 22

投資有価証券評価損益（△は益） 54,863

関係会社株式評価損 8,835

売上債権の増減額（△は増加） △263,338

たな卸資産の増減額（△は増加） △14,766

仕入債務の増減額（△は減少） 954,537

未払消費税等の増減額（△は減少） 18,786

その他の資産の増減額（△は増加） 10,916

その他の負債の増減額（△は減少） 400,435

小計 1,713,788

利息及び配当金の受取額 26,583

利息の支払額 △166,264

法人税等の支払額 △410,699

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,163,406



（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △16,760

定期預金の払戻による収入 10,137

有形固定資産の取得による支出 △829,919

有形固定資産の売却による収入 12,608

投資有価証券の取得による支出 △6,333

投資有価証券の売却による収入 2,486

子会社株式の取得による支出 △7,800

貸付けによる支出 △12,539

貸付金の回収による収入 40,689

その他 4,960

投資活動によるキャッシュ・フロー △802,470

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,164,206

長期借入金の返済による支出 △1,089,231

社債の償還による支出 △130,000

配当金の支払額 △193,296

その他 △28,810

財務活動によるキャッシュ・フロー △277,131

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 83,804

現金及び現金同等物の期首残高 1,660,415

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,744,219



当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結

財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

当第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日） 

該当事項はありません。 

  

【事業の種類別セグメント情報】 

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、ボードを中心とした建築材料を製造販売しており、

製品の種類、販売市場等の類似性から判断して、事業の種類別セグメント情報は記載しておりませ

ん。 

  

【所在地別セグメント情報】 

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、海外拠点が存在しないため、該当事項はありませ

ん。 

  

【海外売上高】 

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、海外売上高が連結売上高の10％未満の為、海外売上

高の記載を省略しております。 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記



(単位：千円) 

「参考」

（要約）前四半期連結損益計算書

科 目

前第３四半期連結累計期間

(自 平成19年４月１日

至 平成19年12月31日)

金 額

Ⅰ 売上高 24,382,736

Ⅱ 売上原価 15,925,623

売上総利益 8,457,113

Ⅲ 販売費及び一般管理費 7,306,227

営業利益 1,150,885

Ⅳ 営業外収益 185,042

Ⅴ 営業外費用 394,763

経常利益 941,164

Ⅵ 特別利益 19,014

Ⅶ 特別損失 106,038

税金等調整前四半期純利益 854,139

税金費用 423,653

少数株主利益 769

四半期純利益 429,717


